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第 1 章 背景 

近年では，部活動の衰退や大学生の健康度の低さが問題になっている(笹川スポーツ財団，

2024;徳永，2002)。運動部活動による運動の継続は，大学生における健康の維持増進に効果

的なものとして関与している (松田，2018)こと，大学生の時期から運動部に所属しスポーツ

参加を行うことは，サークルに所属するよりもその後の生涯スポーツの実践に大きく寄与す

ることが分かっている(蔵元，2006)。 

大学生において，高校で部活動に所属していた人の約 4 割が大学で運動部活動に所属して

おらず(須崎ら，2016)，人間関係でつまづきが見られることから，運動部活動の継続におい

て良好な人間関係が重要であると考えられる。 

 

第 2 章 目的 

本研究では，大学で団体競技に所属する学生を対象に，感謝がスポーツ組織市民行動およ

びチームメンタルモデルに与える影響について，部活動の満足度や Grit，および社会的望ま

しさを考慮した上で検討することを目的とする。 

仮説：感謝が SOCB を媒介して TMM や満足度、Grit に影響を与える。 

 

第 3 章 感謝 

近年，感謝は他者の貢献や支援を認識し，向社会的行動を促進する道徳的感情として注目

されており，スポーツ領域においても，レジリエンスの向上やチーム満足度との関連が示さ

れている。しかし，感謝は文化差があると指摘されており，日本のアスリートを対象とした

感謝と満足度や，向社会的行動，チームの凝集性やチームの風土などとの関係性についても

十分な検討がなされていない。 

 

第 4 章 方法 

調査対象は，大学の団体競技に所属する学生 213 名であった。Web 質問紙調査を実施し， 

Gratitude Questionnaire-20 Items の日本語版尺度，スポーツ組織市民行動尺度，チームの共

通理解尺度，Short Grit 尺度，部活動満足度，日本語版 BIDR(社会的望ましさ尺度) を用いて

質問を行った。本研究の統計解析には統計分析には IBM SPSS Statistics 30.0 および IBM 

SPSS Amos 30.0 を用いた。 

 

第 5 章 結果 

 構造方程式モデリングを行い，分析データのモデルの当てはまりを検討するため適合度指

標を算出した。社会的望ましさの自己欺瞞因子を統制変数として SEM に投入するとモデル適

合度が悪化し，また媒介モデルの推定が不安定になった。これは，社会的望ましさを投入す

ることでモデルの自由度が低下し，推定の安定性に影響を及ぼした可能性が考えられる。し

かし，主要なパス係数の大きさや有意性には大きな変化は見られなかった。したがって，本

研究における感謝と SOCB および TMM の関連は社会的望ましさによる影響のみで説明され

る結果ではないと判断し，最終モデルから除外した。 
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その結果，GFI＝.885，AGFI=.835，CFI＝.909，RMSEA=.095 と一定の適合度が得られ，

関係モデルは分析データに当てはまることが示された。各パス係数をみると，感謝からSOCB

へのパス係数は.766，SOCB から TMM へのパス係数は.693，TMM から満足度へのパス係数

は.216，SOCB から満足度へのパス係数は.422，SOCB から Grit の下位因子である根気尺度

へのパス係数は.573 であり，すべてのパス係数が有意であった。感謝から TMM，根気への

直接パスはいずれも有意ではなく，SOCB を介した経路のみが有意であったことから，本研

究のモデルにおいては，SOCB が感謝と各結果変数との関係を完全に媒介していることが示

唆された。 

そこで，ブートストラップ法(5000 回)を用いて間接効果の検定を行った結果，感謝が

SOCB を媒介して TMM に与える効果( 推定値 = .468，p < .001 )， 感謝が SOCB を媒介し

て満足度に与える効果( 推定値 = .279，p < .001 )，感謝が SOCB を媒介して根気尺度に与え

る効果( 推定値 = .313，p < .001 )のすべてにおいて有意な間接効果が認められ，95%信頼区

間の下限と上限の間に 0 を含まなかった。各パス係数は Figure2 に示した。 

 

 
 

第 6 章 考察 

本研究の目的は，大学の団体競技部活動に所属する学生を対象に、感謝が SOCB および

TMM にどのように関連するかを満足度や Grit といった個人特性や社会的望ましさを考慮し

た上で検討することであった。 

調査の結果，感謝が SOCB を完全媒介し，TMM や満足度，Grit の下位因子である根気を

向上させていることが明らかとなった。 

本研究の結果から，感謝が組織内の向社会的行動や個人の役割の認識や規範に対する意識

を促進し，部員内での相互交流が盛んに行われ，長期的な目標に対する情熱(根気)とチーム

の共通理解(TMM)が高まり，部活動の満足度にも繋がることが明らかになった。 

これは，単に感謝をするだけでは不十分であり，SOCB としてチームの為の行動として表

Figure2　仮説モデルのパス解析結果

p***<.001，p**<.01，p*<.05 GFI＝.885，AGFI=.835，CFI＝.909，RMSEA=.095

感謝

TMM

満足度SOCB

根気尺度
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出されることで初めて，TMM や Grit，満足度が向上することを示唆している。 

本研究は，大学スポーツにおける感謝の意義を実証的に示した点に意義がある。一方で，

横断研究である点や自己報告尺度に依存している点が課題であり，今後は縦断的・介入的研

究による検討が求められる。 
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